
令和６年度休日部活動地域移行モデル事業 

合同部活動に関する実践報告書 

自治体名 八戸市教育委員会   担当課：学校教育課 

 

１．事業の概要について 

（１） 基本情報（令和６年４月末時点） 

①中学校数 ２４ ②生徒数 ５，３８５人 ③部活動数 
運動部 ２２９ 

文化部  ４９ 

（２） 実施日時・場所 

  令和６年１０月５日（土） ・ 八戸市埋蔵文化財センター是川縄文館１階 体験交流室 

（３） 実践内容  「合掌土偶をつくろう‼2024」 

（４） 目 的 ①休日部活動地域移行モデル事業として試行し、成果と課題を探る。 

        ②学校内の部活動では体験することができない「合掌土偶づくり」を通して、    

縄文文化に触れるとともに、郷土八戸が誇る文化芸術について学ぶ機会とす

る。 

２．参加者の声    １５人中１１人が回答 

【（１） 顧 問】 

① 良かった点 
・一斉指導後の個別指導 

・ボランティアの方々の語り 

② 生徒を参加させるに当たり工夫したこと ・保護者への周知と送迎依頼 

③ 今後に向けて 
・情報を早めに教えていただけたので、今回参加でき

ました。今後もお願いしたいです。 

④ その他 

・準備物の充実 

・参加料が安くてよかった。（材料費２００円） 

・施設設備・・・駐車場が広く無料なので、保護者が安

心して送迎できた。 

 

【（２） 生 徒】 

① 今回の活動を何で知りましたか？  

ア チラシを見て ０ 

イ 先生から聞いて １１ 

ウ 友人から聞いて  ０ 

エ その他 ０ 
 

② 活動場所までの交通手段  

ア 徒歩 ０ 

イ バス ２ 

ウ 自家用車 ９ 

エ その他 ０ 
 

③ 今回の活動はいかがでしたか？  

ア 有意義だった。 ８ 

イ 楽しかった。 １０ 

ウ また参加してみたい。 ６ 

エ つまらなかった。 ０ 

オ その他 ０ 
 

 

【資料１】 
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３．感想から 

・ボランティアさんの説明がとても上手で分かりやすかったです。また、機会があったら作り

たいです。 

・ボランティアの方の説明や伝え方が分かりやすく、楽しく作ることができました。難しそう

と思っていましたが、丁寧に教えてくださったのでスムーズに進めることができました。 

・最初は簡単でしたが、進むにつれてどんどん複雑で難しくなって大変でした。でも、楽しく

できてよかったです。このことを部活動などに生かしていきたいです。ありがとうございま

す。 

・あまり土偶を見たり作ったりすることがないので、参加できてよかったです。難しいところ

を丁寧に教えてくださったので、とても分かりやすかったです。帰ったら家族にも「今日こ

んなことしたよ。」と教えたいと思います。ありがとうございます。 

・最初はそんなに難しいと思いませんでしたが、思ったよりも難しかったです。でも、楽しか

ったのでよかったです。教えていただいたことができたのでよかったです。 

・一つ一つ丁寧に教えてくださって、とても分かりやすかったです。合掌土偶を作ることは、

簡単ではないことを知ることができました。縄目模様の付け方があまり分からず難しかった

です。 

・今回、初めて合掌土偶を作りました。分からないことが多くありましたが、丁寧に指導して

くださったので、楽しく制作することができました。特に、縄目の文様を付ける作業が難し

かったです。私の学校では、これから文化祭があるので、今回の制作で学んだことを生かし

ていきたいです。今日は、本当にありがとうございます。 

・今日は、初めてこういった体験をしました。初めてだったので不安だったところが多かった

のですが、教えていただくときに優しく丁寧に接していただいて、とても助かりました。で

きなかったところや少し不格好になったところもありましたが、またやってみたいと思える

活動にしていただき感謝しています。体験以外でもまた是川縄文館に来てみたいと思います。

今日はありがとうございます。 

・実際に作ってみて、普段見ているだけでは分からない部分や作る上での難しさや楽しさを知

ることができました。不器用な私でもボランティアさんの指導を聞いて、最後まで完成する

ことができたので良かったです。当時の人の生活や考えなどを想像することもできました。

今日は本当にありがとうございます。 
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４．成果と課題 

【成果】 

・「合掌土偶づくり」という普段の学校部活動ではできない体験ができたことで、充実感を味わ

うことができた様子だった。 

・市内の文化施設で行っている体験教室について、具体的に知ることができた。 

・合同部活動を実践したことにより、具体的な課題を見付けることができた。 

・美術部や総合文化部の生徒は、普段から土日の活動をする機会が少ない様子で、地域と連携

して体験学習の機会を提供することは有意義である。 

【課題】 

（１） 活動の周知の仕方 

   ・図書館や博物館、美術館、是川縄文館で主催している活動でも周知するのが難しい。 

チラシを配付しただけでは周知は難しい。顧問からの呼びかけが必要である。内部メ

ールを送る場合も、文書受付にも同時に送付したり、個人宛に紙媒体で発送したりす

るなど、周知することの難しさを感じた。 

（２） 参加者の当日の連絡手段 

・当日、欠席した場合の連絡手段を明らかにする必要がある。 

（３） 参加費用 

・今回は粘土代２００円の材料費のみだったので好評だった。 

（４） 対象参加者 

   ・学校で案内をした際に、美術部以外の生徒の中で希望者がいたようだが、合同部活動

だったため断ったとのことだった。他の部活動に所属している生徒でも、単発の講座

であれば参加可能である。 

（５） 会場までの送迎 

・生徒が希望しても、送迎が無理という理由で参加できない生徒がいた。 

・近隣中学校の生徒は、市営バスを利用していたが、バスの路線や時刻の都合が合わな

いことが多い。（特に、土日） 

（６） 指導者 

・ボランティア団体などにお願いする場合は、組織の特性に合わせて計画を進めること

が大切である。 

（７） 活動時間 

・今回の「合掌土偶づくり」体験では、学校部活動同様、活動時間については３時間以

内で計画を立てたものの、時間が足りなくなりそうで、休憩もとらずに集中して行っ

た。内容によっては時間内に終わることができないものもありそうだ。土日の二日間

日程ができればよいが、土日のどちらか一日となると内容に制限が生じる。 

（８） 顧問の関わり方 

・引率が無理な場合でも他校の教員がいる場合は、保護者引率として他校の教員と連携

して取り組むことで、負担軽減につながる。 

（９） 保険関係 

・野外活動届を速やかに提出してもらえるように早目に呼び掛ける。 
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令和６年度 八戸市中学校合同部活動（美術部・総合文化部） 

版画の世界～ドライポイントの制作と「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑賞～要項 

 
１ 目 的 (１) 休日部活動地域移行モデル事業として試行し、成果と課題を探る。 

      (２) 版画（ドライポイント）の制作と学芸員による「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑

賞を通して、青森県に昔から伝わる版画芸術に触れる機会とする。 

 

２ 主 催  八戸市教育委員会 

 

３ 日 時  令和６年 12月７日（土）  1回目 10時 15分～1３時１５分 

                     2回目 1３時４５分～16時４５分 

 

４ 会 場  八戸市美術館 （制作：ワークショップルーム、鑑賞：ホワイトキューブ） 

 

５ 指導者  石川 優花   安田 眞理子   高橋 麻衣（学芸員） 

 

６ 日 程   

時 間 
内 容 備 考 

１回目 ２回目 

9:45  指導者・スタッフ集合 会場準備 

9:50  打ち合わせ 受付準備、作業の流れの確認等 

10:10 13:40 生徒集合 受付を済ませた生徒は着席 

10:15 13:45 作業手順説明（安田） 

・挨拶 ・指導者の紹介 

・準備物や配付物の確認 

・日程の確認と作業の流れ 

10:30 14:00 制作開始 ・下絵 ・彫り ・刷り 

12:30 16:00 後片付け開始 

終わった生徒から静かに片付けを

する。 

感想記入 

12:40 16:10 事務連絡等（安田） 挨拶 ホワイトキューブへ移動 

12:45～ 16:15～ 展覧会の鑑賞 学校ごとに解散 

 

７ 対象生徒  八戸市内中学校の美術部員または、総合文化部員（学年は問わない） 

 

８ 持ち物   筆記用具（鉛筆）、ハサミ、のり、軍手、手拭きタオル、飲み物 

スケッチブック（あれば持参）、下絵（使用したいものがあれば） 

         

９ 服 装   汚れてもよい服装または、エプロン 

 

10 その他 ・参加生徒人数にかかわらず、部活動扱いとしての参加となります。各校の顧問は、

事前に野外活動届を提出してください。保険の対象となります。 

・参加申込みについては、参加希望一覧に記入の上、11月 27日（水）までに内部

メール、または、FAXにて提出してくださるようお願いいたします。但し、定員

に達した時点で受付終了となりますので御了承ください。 

 

 

【担当】八戸市教育委員会 学校教育課 

               部活動地域移行体制支援アドバイザー 安田 

                      電話 0178‐43‐9153 
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令和６年度 八戸市中学校合同部活動 

版画の世界～ドライポイントの制作と「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑賞～参加希望 

 

 【提出先】 

  八戸市教育委員会 学校教育課 

   部活動地域移行支援体制アドバイザー 

     安田 眞理子 行 

       FAX 0178‐45‐2141 

 

                   

 

 【差出人】 

                     八戸市立     中学校 

                      氏名 

 

 

№ 氏  名 学 年 
希望する回 

希望回を〇で囲んでください。 
配慮事項など 

引率者 

（顧問） 
  １回目 ・ ２回目  

１   １回目 ・ ２回目  

２   １回目 ・ ２回目  

３   １回目 ・ ２回目  

４   １回目 ・ ２回目  

５   １回目 ・ ２回目  

６   １回目 ・ ２回目  

７   １回目 ・ ２回目  

８   １回目 ・ ２回目  

９   １回目 ・ ２回目  

１０   １回目 ・ ２回目  

 ※定員に達した時点で受付終了となります。（申込み順） 

※生徒から別紙参加申込書を受け取った際、その都度の御連絡でも構いません。 

 ※各校１名からの参加OKです。顧問が引率できない場合は、安田まで御連絡ください。 

（℡0178‐43‐9153） 
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休日部活動地域移行モデル事業  

版画の世界 ～ドライポイントの制作と「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑賞～ 

 

日 時 ：  令和６年 12月 7日（土） 

〇午前の部   １０時１５分～１３時１５分 

〇午後の部   １３時４５分～１６時４５分 

場 所 ： 八戸市美術館 ワークショップルーム・ホワイトキューブ 

            八戸市大字番町１０－４   ℡ ０１７８－４５－８３３８ 

主 催 ： 八戸市教育委員会 

講 師 ： 石川 優花、  安田 眞理子、  鑑賞：高橋 麻衣（学芸員） 

服 装 ： 汚れてもよい服装、または、エプロン持参  

持ち物 ： 〇筆記用具（鉛筆）  〇スケッチブック（持っている人のみ） 

       〇ハサミ  〇のり  〇飲み物  〇軍手  〇手拭きタオル 

その他 ： １．希望者は、下記参加申込書に必要事項を記入し、各校の美術

部または、総合文化部の顧問の先生に提出してください。  

2．定員は、各回１６名とさせていただきます。（申込み順） 

 

担 当 ： 部活動地域移行体制支援アドバイザー 安田 

連絡先 ： 八戸市教育委員会学校教育課 

 ℡：０１７８－４３－２１１１(代表) 

切 り 取 り 線 

申込み締切日 １１月２２日（金）（定員に達した時点で締め切ります。） 
 

「版画の世界」 ～ドライポイントの制作～参加申込書 

１２月７日（土）の「ドライポイントの制作と「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑賞」に参加します。 

    ※１回目と２回目のどちらに参加しますか？ 希望する時間帯を〇で囲んでください。   

 

１回目 １０時１５分～         ２回目 １３時４５分～ 
    

所属中学校、学年           中学校       学年   

 

    参加者氏名                              

               

保護者氏名                              
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                            休日部活動地域移行モデル事業 

版画の世界～ドライポイントの制作と「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑賞 参加者感想用紙 

                         〇活動日：令和 6年 12月７日（土）  

                         〇場 所：八戸市美術館 

１ Q1～Q３まで、当てはまる記号を〇で囲んでください。（すべて、複数回答可） 

 

Q1 今回の活動を何で知りましたか？       ア チラシを見て 

                         イ 先生から聞いて 

                         ウ  友人から聞いて 

                         エ その他（           ） 

 

Q2 活動場所までの交通手段を教えてください。  ア 徒歩   

イ バス   

ウ 自家用車 

エ その他（           ） 

 

Q3 今日の活動はいかがでしたか？         ア 有意義だった。 

                         イ  楽しかった。 

                                                 ウ また参加してみたい。 

                         エ  つまらなかった。 

                         オ その他（           ） 

 

２ メッセージや感想等をお願いします！！ 

 ＊指導してくださった方へのメッセージ、よかったことやもっとこうした方がよい、ここが分かりにくかった等

何でも自由に記入してください。 

御協力、ありがとうございます。 

                          中学校      年   氏名                    
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                            休日部活動地域移行モデル事業 

版画の世界～ドライポイントの制作と「風のなかを飛ぶ種子」展の鑑賞 感想用紙 

                         〇活動日：令和 6年 12月７日（土）  

                         〇場 所：八戸市美術館 

～顧問の先生方へ～ 

  本日は、本事業への御理解・御協力、ありがとうございます。今後の参考にさせていた

だきたいと思いますので、Q1～Q４について、御意見や御感想をお願いいたします。 

 

Q1 良かった点 

 

 

 

 

 

Q2 生徒を参加させるに当たり工夫したこと 

 

 

 

 

 

 

Q3 今後に向けてご意見をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

Q4 その他 

 

 

 

 

 

 

           中学校       部顧問  氏名               

 

お忙しいところ、ありがとうございます。 
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教
員
が
担
っ
て
い
る
。

 

・
教
員
（
兼
職
兼
業
を
希
望
す
る
教
員
を
除
く
）
に
よ
ら
な
い
大
会
運
営
に
つ
い
て
、
各
ス
ポ
ー

ツ
団
体
に
検
討
を
求
め
る
。

 

合
同
部
活
動
の
実
施

 

〇
今
後
も
継
続
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

 

〇
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
い
取
組
だ
と
思
う
。

 

〇
や
っ
て
み
る
こ
と
で
新
た
な
課
題
も
分
か
る
。

 

・
来
年
度
も
、
で
き
る
範
囲
で
他
の
種
目
や
活
動
で
も
試
行
す
る
。

 

教
員
の
負
担

 

〇
土
日
の
運
営
は
ど
う
な
る
か
。
競
技
に
よ
っ
て
異
な

り
過
ぎ
る
。

 

〇
小
学
校
で
は
保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
。

 

〇
兼
職
兼
業
に
つ
い
て
は
。

 

・
当
面
、
大
会
引
率
も
可
能
で
あ
る
部
活
動
指
導
員
を
増
や
す
よ
う
努
め
る
。

 

・
教
員
の
兼
職
兼
業
に
つ
い
て
は
、
関
連
法
令
等
の
労
働
条
件
や
手
続
き
等
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
て
い
く
。

 

 

【
資
料
２
】
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